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1. 仏教と矛盾  
 真矛盾主義（dialetheism）とは、真なる矛盾が存在すると主張する立場である。すべて
の矛盾とは言わないまでも、いくつかの矛盾は解消することができず、真なるものとして
受け入れなければならないと考える。雑誌『東西哲学（Philosophy East and West）』(2008) 












DGP からの再応答が含まれている。  
私は以前『月を指さす（Pointing at the Moon）』(2009) の書評において、トム・ティル
マンズの論文 「中観派はどのように考えるのか？（How do Mādhyamikas Think?）」を取
り上げ、彼が主張する「弱い真矛盾主義」の考えを紹介した(1)。本雑誌には、ティルマン
ズ自身がその論文を再検討した「「中観派はどのように考えるのか？』再考（“How Do 
Mādhyamikas Think?” Revisited）」(2)と、ティルマンズの一連の議論に対するDGP の応答
「われわれが考えるところの中観派の考え（How We Think Mādhyamikas Think）」（3）が含
まれている。そもそもティルマンズの「中観派はどのように考えるのか？」は、ガーフィ
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した主張と、p かつ q という一つの主張を区別することはないからである。さらに弱い真
























































































(1) 白川 (2011). 
(2) pp. 417 - 425. 
(3) pp.426 – 435.  
(4) In Priest (2002).  




には理論的欠陥が存在しない」（『異論の排斥』）（中村, 2002, 129頁参照）。 
(7) 今回は詳しく取り上げなかったが、八木沢は現実世界とは論理法則が異なる不可能世界が現実世界と
同じ意味で実在し、その世界において矛盾が真であるとすることで、DGPの主張を真矛盾主義者以外にも
理解可能なものにしようとしている(Yagisawa, ‘The Way of the Modal Realist: Dialetheism and 
Buddhist Philosophy’, pp.359 – 369)。だがGDPは、仏教にとって本質的なのは「この現実世界」におい
て真なる矛盾が存在することであるとし、八木沢の提案を拒否する(pp. 370-372)。 
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